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• 2022/09 – 2024/08 期 (台外・台内)

TIO Board

• Caltech
• Canada
• China
• India
• Japan
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成田憲保 (東京大)
田中雅臣 (東北大)
秋山正幸 (東北大) (SAC chair)
臼田知史 (国立天文台) (board member)

• University of California
• AURA
• University of Hawaii

NINS/NAOJ

• サイエンスケースに基づき望遠鏡・装置・運用について提言
を行う。
 TMT Science Forum 開催
 International Science Development Team 
 Detailed Science Case ドキュメント取りまとめ

諮問/答申・提言諮問/答申・提言

• TIO SAC での望遠鏡・装置・運用の議論について日本のコ
ミュニティの要望を取りまとめる。
 TMT戦略基礎開発研究経費の審査

• TMT推進にあたり幅広いコミュニティへのアプローチを行う。
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https://www.tmt.org/download/Document/10/original
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• 天文学・宇宙物理学に関連する幅広いコミュニティ(素粒子宇宙分野、太陽系科
学分野など)へのTMT実現に向けたアピール活動を継続している。

• 幅広いコミュニティや若手研究者へのアプローチを目的として、大学で科学諮
問委員会の現地開催を始めた。現地での談話会での現状報告とあわせて開催。

• 2023/3/23 東京大学本郷キャンパスで開催。

• 田村元秀さんの談話会「系外惑星分野からTMTへの期待」

• 2023/9/11 京都大学宇宙物理学教室にて開催。

• 前田啓一さんの談話会「Transient science」

• 次回は2024/2 or 3 に広島大学での開催予定。

• これまでにない新しいサイエンス課題の提案もあった。

• 光赤外の関係者が多く、現地の幅広いコミュニティへのアプローチは課題。

• 若手の参加を促す上では今の研究成果につながることも必要。
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https://tmt.nao.ac.jp/researchers/jsac/TMT_inst_roadmap_FY2022.pdf
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 日本のコミュニティとしてのサイエンスケースの取りまとめを進めてもらい
たい。TMTすばるサイエンスブックからも科学的には大きな進展があり、更
新が必要だろう。
 まずはTIOのISDTに参加しDSCのアップデートに積極的に加わってもら
いたいと考えている。国内向けのサイエンスブックの更新についても検討
する。

 すばるを用いたTMTでのサイエンスのプリカーサーとなる観測などを推進す
る仕組みを検討してはどうか。
 装置開発での連携を含めさらに議論を進めたい。

 サイエンスケースの議論について若手の取り込みを進めることが重要である。
 大学単位での談話会やタウンミーティングの開催を通して対面でTMTに
ついて話をする機会についても検討していきたい。


